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平
成
25
年
１1
月
１3
日
か

ら
第
３
期
目
の
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
１1
月
に
開
催
し
ま
し
た

臨
時
議
会
に
お
い
て
正
副

議
長
を
は
じ
め
、
常
任
委

員
会
委
員
や
広
報
編
集
特

別
委
員
、
組
合
議
会
議
員

な
ど
の
選
任
を
行
い
、
議

長
に
林
晴
信
議
員
を
、
副

議
長
に
中
川
正
則
議
員
を

選
任
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
１２
月
議
会
の
議

案
審
査
に
つ
い
て
は
、
２

月
発
行
の
議
会
広
報
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新年あけまして おめでとうございます

No.40
2014.1.1

西脇保育所園児による餅つき風景
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議
員
16
人
の
抱
負
・
組
合
議
会
議
員

議
員
16
人
の
抱
負

　
こ
の
た
び
の
改
選
に
よ

り
、
先
輩
議
員
が
引
退
さ

れ
た
こ
と
で
、
私
が
最
年

長
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

新
人
議
員
の
模
範
と
な
る

市
民
に
寄
り
添
っ
た
議
員

活
動
、
議
会
活
動
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
施
行
さ
れ
た
議

会
基
本
条
例
は
二
元
代
表

制
の
も
と
、
地
方
自
治
の

本
旨
に
基
づ
き
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
ま
ち

　
昨
年
11
月
、
改
選
後
の

初
議
会
で
推
挙
さ
れ
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

就
任
時
に
述
べ
ま
し
た
よ

う
に
議
会
と
市
長
と
の
緊

張
感
の
あ
る
健
全
な
関
係

の
構
築
、
そ
し
て
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
も
あ
る
議
会
改

づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

副
議
長
と
し
て

取
り
組
め
る
議

会
の
運
営
に
２

年
間
全
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま

す
。

　
革
の
推
進
を
軸

に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
わ
か
り
や

す
く
親
し
み
や

す
い
議
会
運
営

に
努
め
、
議
会

の
信
頼
向
上
を

図
る
所
存
で

す
。
ぜ
ひ
、
今

後
の
議
会
に
ご

期
待
く
だ
さ

い
！　

　
「
和
顔
愛
語
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

  

「
女
性
の
声
を
市
政
に

届
け
、
反
映
し
ま
す
」
こ

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

ま
す
。
議
員
と
し
て
の
自

覚
を
認
識
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。

　
西
脇
再
生
の
た
め
に
、

ま
ず
耳
を
傾
け
る
べ
き
相

手
は
専
門
家
で
は
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
施
設
・

店
舗
利
用
者
の
本
音
の
声

で
す
。
こ
の
こ
と
を
し
っ

か
り
認
識
し
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
行
政
と
議
会
、
目
指
す

方
向
は
同
じ
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
中

に
あ
っ
て
、
市
民
の
声
を

政
策
提
言
に
生
か
す
こ
と

が
大
事
だ
。
ま
た
ス
ピ
ー

ド
感
あ
ふ
れ
躍
動
す
る
西

脇
市
の
実
現
を
目
指
す
。

　
公
正
、
公
平
な
市
民
福

祉
を
求
め
、
市
民
が
安
心

で
安
全
に
暮
ら
せ
る
市
政

を
推
進
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
山
積
す
る
課
題

に
対
し
的
確
な
対
応
で
元

気
な
西
脇
市
の
復
活
に
努

め
ま
す
。

　
「
市
民
の
く
ら
し
と
福

祉
を
守
る
西
脇
市
政
へ
全

力
」。
①
農
産
物
直
売
所

へ
の
税
金
投
入
反
対
。

②
Ｊ
Ｒ
西
脇
市
駅
西
側
開

発
計
画
の
中
止
。
③
国
保

税
・
介
護
保
険
料
・
水
道

料
金
・
保
育
料
の
引
下
げ
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、防
災
減
災
対
策・

社
会
福
祉
・
教
育
環
境
を

進
め
て
い
き
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
の
た
め
の
暮
ら

し
を
守
る
市
政
を
築
い
て

ま
い
り
ま
す
。

中川正則

村井公平

林　晴信
副議長

代　表

議　長

浅田康子

村岡栄紀

宮﨑春貴

岩崎貞典

寺北建樹岡崎義樹

月 曜 会

日本共産党公 明 党

議
　
長
　
に
　
林
　
　
晴
信
氏

副 
議 
長 

に
　
中
川
　
正
則
氏

監
査
委
員
に
　
宮
﨑
　
春
貴
氏
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議
員
16
人
の
抱
負
・
組
合
議
会
議
員

　
新
人
議
員
と
し
て
新
鮮

な
目
で
状
況
を
捉
え
、
市

政
の
発
展
と
市
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
鋭
意
努
力
す

る
所
存
で
す
。
自
然
愛
護

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　
女
性
の
視
点
、
市
民
の

視
点
で
西
脇
を
み
つ
め
、

元
気
な
西
脇
を
目
指
し
、

市
民
の
方
々
と
対
話
を
し

な
が
ら
、
市
民
の
健
康
や

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
働

い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
伝
統
を
守
り
、
絆
を
深

め
な
が
ら
、
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
西
脇
づ
く
り
に
向
け
、

３５
年
間
の
行
政
経
験
を
生

か
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
解

消
に
向
け
、
今
こ
そ
新
し

い
風
を
吹
か
せ
る
た
め
に

全
力
を
注
ぐ
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、
市
政
発
展
の
た
め
、

今
自
分
が
出
来
る
こ
と
を

力
一
杯
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
気
軽
に
声
を
お
か
け

く
だ
さ
い
。

　
非
正
規
職
員
が
増
え
収

入
の
少
な
い
世
帯
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
西
脇

市
の
未
来
を
繋
ぐ
子
ど
も

た
ち
が
、
親
の
収
入
に
関

係
な
く
十
分
な
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
施
策

を
目
指
し
た
い
。

　
１
期
４
年
間
、
市
議
会

議
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
地

域
の
課
題
解
決
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
「
議
会
が
変
わ
れ
ば
我

が
市
は
変
わ
る
」

　
議
会
が
そ
の
機
能
を
果

し
、
最
良
の
意
思
決
定
を

導
く
二
元
代
表
制
の
確
立

が
、
市
民
か
ら
我
々
議
員

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
と
、

心
に
刻
ん
で
い
ま
す
。

北
播
衛
生
事
務
組
合

　
　
　
古　
西　
祐　
子

　
　
　
岩　
崎　
貞　
典

　
　
　
村　
井　
公　
平

北
播
磨
こ
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
わ
か
あ
ゆ
園

　
　
　
村　
岡　
栄　
紀

　
　
　
東　
野　
敏　
弘

北
播
磨
清
掃
事
務
組
合

　
　
　
東　
野　
敏　
弘

　
　
　
松　
本　
和　
幸

　
　
　
宮　
﨑　
春　
貴

　
　
　
寺　
北　
建　
樹

播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合

　
　
　
林　
　
　
晴　
信

　
　
　
高　
橋　
博　
久

西
脇
多
可
行
政
事
務
組
合

　
　
　
高　
瀬　
　
　
洋

　
　
　
浅　
田　
康　
子

　
　
　
岡　
崎　
義　
樹

　
　
　
林　
　
　
晴　
信

　
　
　
寺　
北　
建　
樹

氷
上
多
可
衛
生
事
務
組
合

　
　
東　
野　
敏　
弘

北
は
り
ま
消
防
組
合

　
　
林　
　
　
晴　
信

　
　
村　
井　
公　
平

審
議
会
・
協
議
会
委
員

青
少
年
問
題
協
議
会

　
　
高　
橋　
博　
久

　
　
村　
井　
公　
平

都
市
計
画
審
議
会

　
　
高　
瀬　
　
　
洋

　
　
岡　
崎　
義　
樹

　
　
林　
　
　
晴　
信

　
　
寺　
北　
建　
樹

　
　
村　
井　
公　
平

民
生
委
員
推
薦
会

　
　
高　
橋　
博　
久

西
脇
多
可
行
政
事
務
組
合

農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会

　
　
村　
岡　
栄　
紀

　
　
高　
橋　
博　
久

高瀬　洋

古西祐子

東野敏弘

松本和幸

高橋博久

坂部武美

村井正信

無 会 派

組
合
議
会
議
員



議
会
改
革
小
委
員
会

　
寒
さ
が
一
段
と
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
心
は
む
し
ろ
引

き
締
ま
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
平
成
２６
年

１
月
号
の
「
議
会
だ
よ

り
」
か
ら
は
改
選
後
初

の
新
人
議
員
の
う
ち
、

５
名
が
編
集
委
員
の
メ

ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
編

集
発
行
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も

ら
え
る
紙
面
づ
く
り
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 　

市
議
会
議
員
は
公
職

選
挙
法
に
よ
り
、
年
賀

状
を
出
す
こ
と
、
歳
暮

を
贈
る
こ
と
、
寄
付
や

祝
い
を
す
る
こ
と
を
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
西
脇
市
議
会

議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
市
議

会
の
改
革
の
継
承
と
見
直
し
等
を
検
証
す
る
た
め
、

議
会
改
革
小
委
員
会
を
設
置
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長　
　
中　
川　
正　
則

　
　
　
　
　
　
　
委　
員　
　
岡　
崎　
義　
樹　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅　
田　
康　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂　
部　
武　
美

西脇市議会報「議会だより」の発行 議会運営に関する事項・議長の諮問に関する
事項等の審査

編
集
後
記

構成と役割
議長／林　晴信　　副議長／中川　正則　　監査委員／宮﨑　春貴

ふるさと創造部、総務部、会計課、選挙管
理委員会、監査委員、公平委員会、教育委
員会の所管に属する事項及び民生産業常任
委員会に属さない事項

福祉生活部、福祉事務所、西脇病院、建設
経済部、上下水道部、農業委員会の所管に
属する事項

委
員
長　
高
橋
博
久

副
委
員
長　
岩
崎
貞
典　

委　
　
員　
村
岡
栄
紀

　
　
　
　
　
高
瀬　
洋

　
　
　
　
　
東
野
敏
弘

　
　
　
　
　
松
本
和
幸

　
　
　
　
　
寺
北
建
樹

委
員
長　
村
井
公
平

副
委
員
長　
岡
崎
義
樹　

委　
　
員　
古
西
祐
子

　
　
　
　
　
坂
部
武
美

　
　
　
　
　
浅
田
康
子

　
　
　
　
　
宮
﨑
春
貴

　
　
　
　
　
村
井
正
信

　
　
　
　
　
中
川
正
則

総務文教常任委員会

議会広報編集特別委員会

民生産業常任委員会

議会運営委員会

委
員
長　
寺
北
建
樹

副
委
員
長　
岩
崎
貞
典　

委　
　
員　
松
本
和
幸

　
　
　
　
　
村
井
正
信

　
　
　
　
　
高
橋
博
久

　
　
　
　
　
村
井
公
平

委
員
長　
岡
崎
義
樹

副
委
員
長　
村
岡
栄
紀　

委　
　
員　
古
西
祐
子

　
　
　
　
　
高
瀬　
洋

　
　
　
　
　
東
野
敏
弘

　
　
　
　
　
坂
部
武
美

　
　
　
　
　
村
井
正
信

　
　
　
　
　
岩
崎
貞
典　

【所管事項】

【所管事項】【所管事項】

【所管事項】

議会だより№３９号「まちの声」で紹介しました「村山貞雄先生」のお名前に誤りがありました。
（誤…「貞夫先生」　正…「貞雄先生」）ここにお詫びして訂正いたします。

お詫びと訂正




